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EMC 
Emergency Mapping Center 

地図作成班 

2007年新潟県中越沖地震における 



関係機関の「状況認識の統一」を目指した活動 

通水復旧図 (全体版) 災害対策本部で状況認識を統一 

マスコミとの間で状況認識を統一 

【 新潟県庁 地図作成班（EMC）】 



2007年新潟県中越沖地震における 
地図作成班(EMC)の成果 

• 目標：関係機関の「状況認識の統一」 

– 災害対策本部における「情報分析班」業務の不透明さ；
データの収集方法は？何をどのように分析するのか？ 

• 災害対応従事者のニーズに基づく地図の作成 

– 災害対応に必要な地図の体系化 

– 「思わぬ」地図のニーズ 

• 人的資源に係わる課題 

– 人材確保の難しさ→「にいがたGIS協議会」 

– 業務Managementの必要性 

 
参照： 

●京都大学防災研究所巨大災害研究センター・新潟大学災害復興科学センター「新潟県中越沖
地震対応における地図作成班の活動」平成21年3月、ISBN 978-4-901768-14-6（ 

●地図作成班活動HP＇http://emc.nhdr.niigata-u.ac.jp/（ 
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新潟県地図作成班(EMC)における139種類の地図 
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仮設住宅建築に関する地図 

住宅被害に関する地図 

下水道通水復旧図 

農業用水
復旧図 

避難状況図 

避難勧告図 
通行止め図 

警察パトロール用地図 

ラスター図を基図とした集落排水復旧図 

上水通水 
復旧図 



東北地方太平洋沖地震における 
地図を活用した状況認識の統一 



東北地方太平洋沖地震  
 緊急地図作成チーム＇Emergency Mapping Team（  

 
【東北地方太平洋沖地震の特徴】 

2011年3月11日＇金（ 午後 ： 東北地方太平洋沖地震＇M=9.0（ 

   ●太平洋三陸沖の宮城県沖、福島県沖、茨城県沖 三箇所で順次発生 

   ●複数の都県が同時被災した超広域災害 

   ●津波、揺れ、液状化、放射能漏えい事故等の複合災害 

   → １．対応組織が複数県にまたがっている 

 ２．被害の全容把握が難しい 

     ３．多くの組織、多くの担当者が対応にあたっている 

 

【全国規模での地図作成機能の必要性】 

全国規模での災害対応における状況認識の統一 

 ●乱立する情報を纏めることが必要＇インターネット上で情報が乱立（ 

 ●意思決定機関への情報提供には、可視化が必要＇地図などの必要性（ 

 ●空間を活用した経験者の知見を統合し、状況を推測することが必要 

 

そこで、全国規模での状況認識の統一を可能にするために、志を同じくする者が集い 

「東北地方太平洋沖地震緊急地図作成チーム＇Emergency Mapping Team（」を 

2011年3月12日＇土（結成し、内閣府防災担当を協力を得て地図作成活動を開始． 

4月27日の撤収までに延べ279人日の参画を得て，500枚の地図を作成した． 



MashUpとは 
• いろいろな機関が自分たちの専門性を活かして情報を発信している 

• それぞれの組織の閉ざされた仕組みで提供する情報からは個別の意味づけしか
生まれない 

• それらを組み合わせることで、新しい意味が生まれる 

• しかし、どこにどのような情報があるのか、どのように使えるかは素人にはなかな
か分からない 

• テーマ、場所、時間に基づき様〄な情報をMashUpすることにより、新たな価値が生まれる 

・
・
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緊急地図作成チーム（EMT)
EMTの活動 

• 災害対応従事者の「状況  
認識の統一」 

• 省庁や関係機関と寄り添
うことで、対応に必要な
ニーズの把握が可能に 

• 行政から発信される情報
のデータ化、情報ソース
の明示化 

• 豊富な、GISの専門家、研

究者、データ提供企業の
連合体 

 



応急避難フェーズにおける仕組みの構築 
EMT活動：Emergency Mapping Team 

 





マッシュアップによる
新しい知見の発見 

• 避難所位置、輸送
拠点、プローブによ
る通行実績 

• 「孤立者対応」 「避
難物資の供給」に  
よる応急避難期に   
関わる支援 

 



応急避難フェーズにおける仕組みの構築 
EMT活動：Emergency Mapping Team 

 



Emergency Mapping Team：http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/emt 





応急避難フェーズにおける仕組みの構築 
EMT活動：Emergency Mapping Team 

 





ハザード 
シナリオ 

社会資産 
情報 

被害想定 
結果 

実被害 
情報 

対応方針 
情報 

対応結果 
情報 

シミュレーション 

復興デザイン（空間設計） 

状況認識の統一 

推定被害 
ハザード 
観測情報 

被害想定に基づく準備 

推定被害 
に基づく 
初動 

把握できない 
実被害の補完 

19 
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13 

145 61 160 

総合的な状況認識の統一を実現する情報活用の流れ 

右肩の数字は 
地図枚数を表す 
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都市ガスの復旧率 

＇基準日：3/11（ 
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避難所の位置と水道復旧率の関係 

23 



3/29作成 



物資の搬入と種類 

市街地を拡大し、円グラフの重なりを回避 

宮 城 ＇n=259（ 

岩 手 ＇n=289（ 

福 島 ＇n=369（ 

茨 城 ＇n=  46（ 

その他 ＇n= 9（ 

 
０％     ２０％     ４０％     ６０％     ８０％   １００％ 

対照用に種別構成比グラフ＇県別（を表示 



住宅被害の推計目的と検討体制 
 

【本プロジェクトのコア機関】 

• 新潟大学災害・復興科学研究所 

• 京都大学防災研究所 

• 兵庫県立大学 

• NTTデータCCS 

• インターリスク総研 

 

3/11東北地方太平洋沖地震発生 

家屋に甚大な被害 
地震動＋津波＋火災＋液状化 

住宅被害の早期推計 

災害公営住宅の 
必要供給戸数の推計 

被災者の居住の安定へ 

国土交通省住宅局 EMT 

3月18日より本格的検討を開始 

住宅供給計画の策定・必要予算の確保 



「状況認識の統一」のために 
整備すべきこと 

• 実施体制 

• 利用・公開の準備 

• データの収集・集約の方法 

• 人的資源の育成 



EMTへの 
参画組織 

 

研究機関 
企業 

専門職ボランティア 
＋行政との協働 



活動プロジェクト
全体総括

全体調整

現地リーダー

• ＇株（インターリスク総研 堀江 啓
• 鹿島技術研究所 永田 茂
• NTT-Data CCS 大村 径

• 京都大学 林 春男

活動記録

公開情報の活用

• 京都大学 林研究室 院生

• 兵庫県立大学 木村 玲欧

• 岐阜大学 能島 暢呂
• 京都大学 畑山 満則
• 大阪産業大学 吉川 耕司
• 奈良大学 碓井研究室 院生
• ＇NPO（地域資源情報ネットワーク
• ＇株（NTTデータCCS

• ESRIジャパン＇株（
• パシフィックコンサルタンツ＇株（
• ＇株（パスコ

• ITS-Japan

• JAXA

• 国土地理院

コンサルティング

データ作成
図表作成

データ加工
空間処理

地図作成
レイアウト

定期更新
地図作成

動的マップの
更新

定期更新
地図作成

定期更新
地図作成

定期更新
地図作成

バックアップ体制

受付／
ニーズ把握

事案処理

地図配信
静的マップの

更新

相談業務

地図作成

各省庁・本部
調整 各省庁各省庁各省庁

• 内閣府

横浜国立大学
古屋 貴司

• ＇株（パスコ 糠塚 昌文

情報作戦 資源管理 庶務財務

物的資源管理

人的資源管理

• ＇株（サイエンスクラフト
元谷豊

• ESRIジャパン＇株（

状況把握

戦略策定

• 京都大学 鈴木 進吾

• ESRIジャパン＇株（

• 新潟大学 田村 圭子

• 京都大学 林研究室
院生

• 新潟大学 井ノ口 宗成

公開情報の
アーカイブ

公開情報の提供

• ESRIジャパン＇株（

• ESRIジャパン＇株（
• GIS学会

• 新潟大学 井ノ口 宗成
• 新潟大学 田村 圭子

• 新潟大学 井ノ口 宗成
• 新潟大学 田村 圭子

活動プロジェクト
全体総括

全体調整

現地リーダー

活動記録
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レイアウト 定期更新

地図作成
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地図作成
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地図作成
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地図作成受付
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更新
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地図作成

各省庁・本部
調整 各省庁各省庁各省庁

• 内閣府

情報作戦 資源管理 庶務財務

物的資源管理

人的資源管理

状況把握

戦略策定

公開情報の
アーカイブ

公開情報の提供

コンサルティング

ArcGIS.com
基盤の提供

世界の配信情報
のアーカイブ

技術面での
サポートESRI本社

＇米国（

EMT

後方
支援

後方支援 

EMT活動体制 

活動場所の提供：
内閣府 
合同庁舎5号館 
特別会議室 

4月27日の撤収までに延
べ279人日の参画を得て，
500枚の地図を作成 
 



http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/emt/ 

3. WEBサイトのデザイン  ▶  EMT活動／情報により状況把握・共有できるもの 

http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/emt/ 

Design concept 
 
災害発生直後からの発信力   
＝スピード、継続的アップロードによる蓄積の可視化 
            
           ↓ 
 
  状況把握の進捗、その情報の広い共有 
 
シンプル  見やすさ、わかりやすさ 
●Static Map ＇静的（/ Dynamic map＇動的（ 
●分かり易いカテゴリー 
●更新経過＇災害対応状況（が随時わかる 
●MashUp / Supporters 行為と意味の可視化 

東日本大震災におけるEMTによる国レベルでの状況認識の統一 

EMTの成果の情報発信 
20120119  

災害を観る8   



http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/emt/ 

3. WEBサイトのデザイン  ▶  TOP Page (menu) : ORIGNAL  

東日本大震災におけるEMTによる国レベルでの状況認識の統一 

EMTの成果の情報発信 
20120119  

災害を観る8   

趣旨＇固定（ 

地図メニュー 
＇変化（ 

地図カテゴリが動く 直接触る＇動かせる（ 
 

GIS集(ESRI（ 幅と奥行き＇ADD（ 



http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/emt/ 

3. WEBサイトのデザイン  ▶  TOP Page (menu) : ORIGNAL  

増殖できる 
カテゴリ 
＇幅（ 

カテゴリ毎の 
経過／進捗 
＇深さ（ 

時間軸で 
蓄積 

＇DL／PDF（ 

タイトル毎に蓄積 

東日本大震災におけるEMTによる国レベルでの状況認識の統一 

EMTの成果の情報発信 
20120119  

災害を観る8   



データ公開の約束事の整備 

• データ公開と利活用の条件が制約条件となり
公開に玉取った 

– 例：航空写真＇災害前後（が非常に役立った。 

• 撮影、データ化まで「とても迅速」 

• 利用者の手元に届けるまでの「もたつき感」 

– 利用者の声 

• なるべく早く背景図として利用したい 

• 災害前の航空写真と比較したい 

 



「各省庁が有機的に連携して対応を進めるための、 
共通の情報処理のための手順の確立」が必要 

• 前提：災害が広域化＆複合化したことにより「状
況認識の統一」がハードルの高いものになった 

1. 官邸における危機管理センターとの「距離感」 
– セキュリティ優先のためFAX中心 
– ×インターネット、×携帯電話 
– 各省庁の災害対策本部との連携が難しい 

2. 広域災害により、現地での情報収集拠点が複
数になった 
– 人的資源の分散 
– 集約の必要性 

3. 情報集約の効率的な手段を持たない 
– 情報の「がっちゃんこ」に多数の人手がかかった 

 

 



・電話回線を通した紙ベース（FAX）で連絡 

・電子メールが使用可能であり、電子フゔイ

ルのやり取りが問題なくできる場合でもFAX 

・セキュリティ（複製、改ざん、漏洩）等の

問題、個人情報の問題 

・紙からの入力（ワード・エクセル・手書き） 

・大量の「又FAX」文書 

行政データの特徴（１） 
～紙ベースでのやり取り 





行政データの特徴（２） 
～書類作成ツールとしてのエクセル 

今ではほとんどの自治体が書類作成にエクセルを使う。しかし「書類作
成」ツールとしてエクセルを活用しているため、「データ分析」において
様々な問題が生じる。 

「データ」の基本的な取り扱い方を身につける・共有する必要がある 

注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

書類作成ツールとしてのエクセル ＇印刷するには素晴らしい（ 

セルの色の違いで意味づけがされている 

セルが結合されている 

データ以外の図や文字列が挿入されている 

数値と単位が同じセルに入力されている 

２個 

書類作成に必要なデータのみが残り、それ
以外＇特にローデータ・作成過程で作られた
データ等（が削除されている 

結果 

数値・文字に斜線を引く＇削除を意味（ 

〃 
同上 

「〃」「同上」「不明」「調査中」が用いられる 
不明 
調査中 



022-211-3362

宮城県災害対策

本部　山田

北部地方振興事務所

９８９－６１１７

大崎市古川旭４丁目１－６

0229-91-0716

千葉班長
水 3,000 本 水 水

養命酒製造㈱

駒ヶ根工場

駒ヶ根工場

総務グループリーダー

松田浩一

3,000 3,000

養命酒製造

㈱

駒ヶ根工場

長野県駒ヶ根

総務グループリー

ダー

松田　浩一

090-1867-0145

国交省

作業中
16日22時発注

022-211-3362

宮城県災害対策

本部　山田

仙台医療センター

983-8520

仙台市宮城野区宮城野2-

8-8

022-293-1111 水 6,000 本 水 水
養命酒製造㈱

駒ヶ根工場

駒ヶ根工場

総務グループリーダー

松田浩一

6,000 6,000

養命酒製造

㈱

駒ヶ根工場

長野県駒ヶ根

市赤穂16410

総務グループリー

ダー

松田　浩一

090-1867-0145

国交省

作業中
16日22時発注

農水 3月14日

022-211-3362

宮城県災害対策

本部　山田

気仙沼　五右衛門原運動場

気仙沼市下八瀬425-3

090-1490-0110

022-211-3362
食糧 15,000 食 パン パン 山崎パン

伊藤総務部長

03-3864-3110

090-3133-4543

15,000 15,000

岡山工場

岡山県総社

市伊尻800

総務課新井課長

090-8826-0604
3月16日9時 国交省

16日12時発注

16日19時対応

済み

陸送 トラック 日通

坂田、藤山

090-5262-5880

090-3378-2248

090-3880-0930

全部 16日18:00 ※３１７ P

農水 3月14日 宮城県要望

仙台地方振興事務所

(981-8505)

仙台市青葉区堤通雤宮町

4-17

勝倉・筒井

022-275-5948
米 60 ｋｇ

農水 3月14日 〃 〃 食糧 35,943 食

農水 3月14日 〃 〃
水＇ペットボト

ル（
29,610 本

農水 3月14日 〃

東部地方登米地域事務所

987-0511

登米市迫町佐沼字西佐沼

舘内・伊藤

0220-22-6128
食糧 55,477 食

農水 3月14日 〃 〃
水＇ペットボト

ル（
36,812 本

農水 3月14日 〃 〃 米 3,530 ｋｇ

農水 3月14日 〃 〃 離乳食 200 食

厚労 3月14日 〃

大河原地方振興事務所

９８９－１２４３

柴田郡大河原町字南129-1

島倉・伊藤

0224-53-3133
水＇給水車（

４ｔ給水車

1台
　

別途日本水道

協会で対応

農水 3月14日 〃 〃 食糧 1,100 食

農水 3月14日 〃

北部地方振興事務所

９８９－６１１７

大崎市古川旭４丁目１－６

炊事車 1 台

農水 3月14日 〃 〃
水＇ペットボト

ル（
3,000 本

厚労 3月14日 〃

北部地方栗原地域振興事

務所

９８７－２２５１

栗原市ふきだて藤木５－１

0228-22-2121 水＇給水車（ 2 台
別途日本水道

協会で対応

経産 3月14日 〃

仙台市青葉区堤通雤宮町４

－１７

仙台地方振興事務所

勝倉・筒井

022-275-8948
毛布 5,000 枚

新井商運新井

新田共配セン

ター

高羽やすお＇03-6238-

2446（
54,000 同左

群馬県太田市新田喜

加町150-4
足なし

国交省

作業中

3月15日5時47

分発注

〝 3月14日 〃

仙台市青葉区堤通雤宮町４

－１７

仙台地方振興事務所

勝倉・筒井

022-275-8948
懐中電灯 1,100 個

懐中電

灯
ＦＤＫ株式会社

電機工業会：広瀬部長

＇080-1188-1005（、中

谷専務＇090-2386-

2046（、工業会03-

3434-0261

1500個＇電池あり（

静岡県湖西市鷹鷲津

614　ＦＤＫ株式会社中

央ターミナル＇053-

5761048（

Ｃ３へ 足なし
国交省

作業中

3月15日5時47

分発注

〝 3月14日 〃

仙台市青葉区堤通雤宮町４

－１７

仙台地方振興事務所

勝倉・筒井

022-275-8948
毛布 1,100 枚

新井商運新井

新田共配セン

ター

高羽やすお＇03-6238-

2446（
54,000 同左

群馬県太田市新田喜

加町150-4
足なし

国交省

作業中

3月15日5時47

分発注

農水
石巻市南境字外谷

石巻市総合運動公園場
090-4630-5402 包装米飯 507 箱

包装米

飯

陸上自衛隊新

発田駐屯地

警備幹部 ソガ

0254-22-3151

内線412

５０７箱 507

陸上自衛隊

新発田駐屯

地

新潟県新発田市大手

町6-4-16
足なし 国交省 済＇15日　10時（ 陸上 トラック 日本通運

業務部　上條　03-

6251-1430
10t×１

3月15日

午前
316

農水
気仙沼市九条237

気仙沼高校第２グランド
0226-22-3402 包装米飯 273 箱

包装米

飯

陸上自衛隊新

発田駐屯地

警備幹部 ソガ

0254-22-3151

内線412

273箱 273

陸上自衛隊

新発田駐屯

地

新潟県新発田市大手

町6-4-16
足なし 国交省 済＇15日　10時（ 陸上 トラック 日本通運

業務部　上條　03-

6251-1430
10t×１

3月15日

午前
316

農水

仙台地方振興事務所

(981-8505)

仙台市青葉区堤通雤宮町

4-17

022-275-9111 水(ペットボトル) 1,000 本

農水 〃 〃 食糧 908 食

農水 東部地方振興事務所 0225-95-1411 食糧 30 食

農水 〃 〃 水(ペットボトル) 30 本

農水
東部地方振興事務所登米

地域
0220-22-6111 食糧 400 食

農水 〃 〃 水(ペットボトル) 400 本

農水 気仙沼地方振興事務所 水(ペットボトル) 不明 本

農水 食糧 不明

農水 3月15日

仙台医療センター

983-8520

仙台市宮城野区宮城野2-

8-8

022-293-1111
水＇ペットボト

ル（
6,000 本

農水 3月13日
宮城県災害対策

本部

東部地方登米地域事務所

987-0511

登米市迫町佐沼字西佐沼

粉ﾐﾙｸ缶 1,000 缶
調製粉

乳

調製粉

乳
水産庁 ３．１７　９：３０

男鹿半島

沖から荷

揚げ

船 水産庁白竜丸 ８０００缶 済 P

農水 3月16日
県要望

島倉班長

大河原合同庁舎＇亘理町・

山元町分含む（

０２２４－５３－１４

３４
食糧 36,000 食

農水 3月16日
県要望

島倉班長

大河原合同庁舎＇亘理町・

山元町分含む（

０２２４－５３－１４

３４
水 36,000 食

農水 3月16日
県要望

勝倉主事
仙台合同庁舎

０２２－２７５－８９

４８
食糧 132,000 食

農水 3月16日
県要望

勝倉主事
仙台合同庁舎

０２２－２７５－８９

４８
水 132,000 食

農水 3月16日
県要望

千葉班長
北部合同庁舎

０２２９－９１－０７

１６
食糧 33,000 食

農水 3月16日
県要望

千葉班長
北部合同庁舎

０２２９－９１－０７

１６
水 33,000 食

農水 3月16日 県要望 栗原市役所
０２２８－２２－０３

１２
食糧 9,000 食

農水 3月16日 県要望 栗原市役所
０２２８－２２－０３

１２
水 9,000 食

農水 3月16日
県要望

伊藤班長

登米合同庁舎＇南三陸町分

含む（
0220-22-6111 食糧 18,000 食

農水 3月16日
県要望

伊藤班長

登米合同庁舎＇南三陸町分

含む（
0220-22-6111 水 18,000 食

農水 3月16日 県要望 石巻総合運動公園
０２２５－２２－９１

１１
食糧 132,000 食

農水 3月16日 県要望 石巻総合運動公園
０２２５－２２－９１

１１
水 132,000 食

農水 3月16日

022-211-3362

宮城県災害対策

本部　山田

石巻市南境字外谷

石巻市総合運動公園場
0226-22-3402 食糧 60,000 食

農水 3月16日 県要望 気仙沼高校第２グラウンド 0226-22-3402 水 60,000 食

自衛隊

対応分
宮城県 拠点2カ所 包装米飯 28,080 食

新潟県佐藤食

品
柴田駐屯地より陸路上記受付番号113,114に変更したため見え消し

自衛隊

対応分
宮城県 カップラーメン 60,000 食

茨城県日清食

品

自衛隊

対応分
宮城県 飲料水 120,000 本

北海道コカコー

ラ

自衛隊

対応分
宮城県 パン 24,000 個

広島県タカギ

ベーカリー

文科 　
東北大学病院

仙台市青葉区星陵町１－１

冨田有一

022-717-7003

病院食及び薬

等
40,000 個

名古屋大学病

院

名古屋市昭和

区鶴舞町６５

事務部長　青山正晴

052-744-2771
40000個

名古屋大学

病院

名古屋市昭

和区鶴舞町６

５

事務部長　青山正晴

052-744-2771

10トントラック2台

分　常温輸送で

可。

文科省リ

エゾンよ

り大学間

で自力

対応の

ためキャ

ンセル連

農水 3月16日

022-211-3362

宮城県災害対策

本部　青木

仙台市青葉区本町3丁目8

番1号 宮城県庁１１階

宮城県災害対策本部

022-211-3362

宮城県災害対策

本部　青木

精米

＇100トン（
100トン 食 精米 精米

大潟村あきたこ

まち生産者協会

秋田県南秋田

郡大潟村字西４

－８８

大越常務：0185－45－

2566・2568
500,000 666,666

大潟村あきた

こまち生産者

協会

秋田県南秋

田郡大潟村

字西４－８８

大越常務：0185－45

－2566・2568

精米の関係で3月

18日以降の出荷

18日50トン

19日50トン

※換算は１トン＝

6,542食

・自衛隊炊き出し

用

・自衛隊車両が東

京まで引き取り可

能

・マッチング後、現

対の青木氏対応

※県自

衛隊に

要請す

る。

陸送

自衛隊　橋本

090－6188－

2102

022－211－3368

農水 3月16日

022-211-3362

宮城県災害対策

本部　青木

東邦運輸倉庫株式会社R45

倉庫

仙台市宮城野区扇町1－8

－5

電話：022－782－

7920

FAX：022－782－

7921

担当者：毛利

菓子パン 17,300 食

物資到

着は3

月17日

8:00以

降

菓子パ

ン
パン フジパン

田中工場長

070－6591－2539
4,300 4,300

東京工場

０４８－９３５

－０１８１

埼玉県八潮

市新町３６

・3月17日＇木（

15:00出荷予定

・4トン車1台

国交省

作業中
17日2時発注 317

菓子パ

ン
パン

タカキベーカ

リー

ヒロタニ

090－4577－1855

10000

8,840
8,840

広島工場

広島県安芸

区中野東３－

７－１

※最終発送数量

変更

・工場まで取りに

来てほしい

・引き取り時間を教

えてほしい

・4トン車1台で広

島工場と千代田工

場を回ってほしい

国交省 17日12時済 陸送 トラック 日通

広島コンテナ支店

前田090-7126-

5654

河野090-8712-

6666

全量 17日10時 317

菓子パ

ン
パン

タカキベーカ

リー

ヒロタニ

090－4577－1855

3000

2,635
2,635

千代田工場

広島県山県

郡北広島町

春来１４３５

※最終発送数量

変更

・工場まで取りに

来てほしい

・引き取り時間を教

えてほしい

・4トン車1台で広

島工場と千代田工

場を回ってほしい

国交省 17日12時済 陸送 トラック 日通

広島コンテナ支店

前田090-7126-

5654

河野090-8712-

6666

全量 17日13時 317

ある省庁から 
送られてきたデータ 

・手書きでない 
・セルには基本的に
１情報しか入力さ
れていない 

この２点から見ても
かなり扱いやすい
データ 



・公表に対する姿勢の違い・意識差 

・公表の有無（意味）、更新の有無（意味） 

・フォーマットの違い 

・扱われている情報が異なる 

・時間経過によって変化するフォーマット 

・「位置情報」についての認識 

・指定避難所や公共的機関以外の個人宅や集

落の集会所などを調べるのに困難を極めた 

行政データの特徴（３） 
～広域災害における組織間の「差」 



岩手県 
宮城県 

福島県 

茨城県 



岩手県における避難所避難者数 
データフォーマットの変遷 
左上：3月12日21:00時点 
右上：3月14日21:00時点 
左下：3月20日15:00時点 
見た目のレイアウトだけでなく、取り上げられている
情報・変数も変化している所在地（住所）があるのは
最終版のみ 



・公表に対する姿勢の違い・意識差 

・公表の有無（意味）、更新の有無（意味） 

・フォーマットの違い 

・扱われている情報が異なる 

・時間経過によって変化するフォーマット 

・「位置情報」についての認識 

・指定避難所や公共的機関以外の個人宅や集

落の集会所などを調べるのに困難を極めた 

行政データの特徴（３） 
～広域災害における組織間の「差」 



避難所避難者数テーブル 

毎日更新、県および各市町村の公表データを突合 



提案：「G空間情報分析官」の必要性 
• あらゆるレベルの防災分野における設置 

– 内閣府、都道府県、市町村＇担当（ 

– 「はい、情報処理担当です」と応える担当をつくる。平時ならびに発災時に情報処理を専任で
担当する 

＜役割＞ 
• 情報収集 

– 各省、各部局、各組織から必要情報の収集 
– G空間情報の付与 

• 情報分析＇以下の２つの専門性を有する（ 
– 統計的な観点からの分析 
– 空間処理的な観点からの分析 

• 情報の可視化 
– G空間上への情報の可視化 

• 各省、各部局、各組織から収集したデータの活用・公開のルールに基づいた情報の公開＇官邸用、
行政間での共有、 

– 動的マップ＆静的マップへの展開 
• 動的マップ 他情報レイヤーとの重ね合わせが可能となる 
• 静的マップ 意思決定に用いる 

– 誰が見ても理解できる 
• 誤解を生まないデザイン 
• 標準に沿った色彩表示＇ISO危機管理（ 
• 標準に沿った縮尺表示＇行政界（ 

• 成果の発信 
– マップの公開 
– Webサービスを活用した動的静的マップの公開 

• 情報の蓄積 
– 収集データのアーカイブ 

 


